
トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム 

学内応募の手引き 
 

詳細について、必ず募集要項を確認するようにしてください。 

１．主な応募資格：まずは、下記①～⑦を満たすかどうか確認しましょう。（詳細は、募集要項を要確認！） 

 ①日本国籍を有することまたは日本への永住が許可されていること 

 ②本学において卒業または学位取得を目的とした課程に所属していること 

 ③留学終了後、学業を継続し学位を取得すること（転学は可能） 

 ④平成３０年４月１日時点での年齢が３０歳以下であること 

 ⑤留学に必要な査証（ビザ）を確実に取得できること 

 ⑥機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たすこと 

  ※満たさない学生についても応募可能：大学オープンコースの募集要項を参照 

 ⑦インターンシップ等の報酬や他団体等から留学のための奨学金を受ける場合は、その平均月額がトビタテ

制度による支給月額を超えないこと 

 ※⑥について、３．提出書類に基づき国際交流課にて確認いたします。 

 ※⑦について、他団体等から奨学金を受給する際は、本制度との併給を認めない場合があるので、事前に当

該団体に確認を取るようにしてください。 

 

２．コース選択：以下のコースより１つのみ選択してください。 

 ①理系、複合・融合系人材コース 

  そのうち２割程度を、未来テクノロジー人材コースとして支援予定 

 ②新興国コース 

 ③世界トップレベル大学等コース 

 ④多様性人材コース 

 ※海外初チャレンジ応援枠について 

  海外渡航経験が浅い方が選択できる項目です。選択は任意で、より人物面重視の選考となります。この枠

での支援者数は全支援者数の２割程度です。申請コースに関わらず選択できますが、よく検討してから選

択しましょう。 

 

３．応募時の提出書類（①～③はオンラインでの入力・添付です。④は国際交流課へ直接提出してください（郵送可）） 

 ①平成３０年度官民協働海外留学支援制度留学計画書（様式１） 

②自由記述書（「未来テクノロジー人材枠」以外への応募の学生）※定められた４項目について記述（A4２枚以内） 

推薦状（添付）及びその他補足資料（「未来テクノロジー人材枠」へ応募の学生のみ） 

③留学先機関の受入れ許可書等 ※任意ですが、提出の場合は書面審査で加点対象になります。  

④家計基準確認書類（学部生の場合、源泉徴収票等（必要書類は手引き最後部にある別紙１を参照）） 

※③は、正式なものが無い場合は、直接やり取りしたことが分かるメール等でも構いませんので、事前に相

談してください。 

※④学部生は家計の所得、大学院生は本人の所得となります。家計基準を判断するに当たって、学籍身分は

平成 30 年 4 月 1 日時点の学籍身分（見込）をもって判断してください。また、平成２９年度の日本学生 

支援機構奨学金や授業料免除に申請した場合は提出不要になりますので、事前に申し出てください。 

それぞれのコースの趣旨をよく理解して、 

所属分野ではなく、留学目的に応じて選択。 

※理系に所属するからといって、必ずしも①

を選ぶ必要はありません。 



以下に、応募方法について記載いたします。 
 
４．応募方法・手順 
 応募は、オンラインシステム上で行います。トビタテ！留学 JAPAN 公式ホームページよりオンラインシス

テムへアクセスしてください。（トビタテ！留学 JAPAN 公式ホームページ http://www.tobitate.mext.go.jp/） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  締切：２０１７年９月２７日（水）  締切：２０１７年１０月２日（月）   

 ①応募には「キーコード」が必要です。応募を希望する場合は、必ず国際交流課まで応募希望の旨を連絡し

てください。 
 ②トビタテ公式ホームページからオンラインシステムにアクセスし、アカウントを登録します。キーコード

が無ければ登録できません。メールアドレスは PC で使用するアドレスであり、普段よく利用するものを

設定してください。国際交流課からみなさまに連絡する際に、このメールアドレスを使用します。 
 ③記入例をよく読み、作成してください。 
 ④内容を最終チェックし、「学校へ申請」をクリック。一度申請すると、差戻しの場合以外は修正できませ

ん。入念にチェックしてから提出するようにしてください。上記３．④家計基準確認書類についても提出

してください。（締切：２０１７年９月２７日（水）） 
 ⑤④の申請後、入力に不備があれば、差戻しのメールが届きます。不備を修正し、必ず２０１７年１０月２

日（月）までに再申請してください。申請後、数日間はオンラインシステム登録のメールアドレス宛に、

差戻しの連絡が来ないかこまめに確認するようにしてください。特に、締切直前に提出した場合は、再申

請締切までの期間が短いため、見落としが無いよう注意してください。 
 
 

 

お問い合わせ先：国際交流課 
メール：intl-exchange@office.kobe-u.ac.jp 
電 話：078-803-5262 

 
５．留学計画書の作成要領 
 留学計画書の作成にあたっては、まず事前に募集要項を熟読し、制度の趣旨等をよく理解してから作成し 
しょう。 
 入力に際しては、以下の記入例をよく読んで行ってください。（記入例は、オンラインシステム上からもダウ

ンロードできます。） 

学内申請締切日：２０１７年９月２７日（水） 

再申請締切日 ：２０１７年１０月２日（月） ※ただし差戻しがある場合のみ 

①キーコードの入手 
②オンラインシステムにて 

アカウント作成 
③留学計画書等の作成 

④学校へ申請 

所得証明書類提出 

⑤差戻された内容を修正し 

再申請 ※該当の場合のみ 

 

応 募 完 了 



記入例 所属大学等が変わった場合には、このボタンを押して、学校の変更を行ってください。

申請中の学校の変更は行えません。

学校へはまだ申請したくはないが、入力した内容に不備がないかチェック

したい場合には、このボタンを押してください。

※学校への申請は行われません。

※一時保存時には、不備のチェックは行っていません。

入力した内容で学校へ申請します。学校へ申請したら、

差戻された場合を除き、修正はできませんのでご注意ください。

一時保存（又は学校への申請）を行わないまま、長時間

経つと入力内容が消えてしまいますので、１時間に１回

は一時保存するようにしてください。

申請内容に不備があり、差戻された際に担当者からのコメントが表示されます。

初めてログインしたら、大学等名が所属大学であることを

必ず確認してください。



カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。

保存済みの画像データを削除できます。

※すぐに削除されます。この操作は取り消せません。

このボタンから顔写真を選択し、一時保存／学校への申請を

行うことで、顔写真が登録・変更されます。

2017年4月1日現在の在籍

大学等の情報を入力してく

ださい。



項目を選択して、右矢印ボタン又は左矢印ボタンを押すと、未選択⇔選択済み

を変更できます。項目をダブルクリックでも同様に変更できます。

第6期は、留学開始日は2017年4月1日～10月31日までが選択可能です。

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。

留学期間が、28日以上2年以下となるように終了日を入力してください。

カレンダから選択もしくは、直接入力（YYYY/MM/DD）が可能です。



該当の希望ごと削除したい場合には、このボタンを押してください。

※第2希望を入力した状態で、第1希望のこのボタンを押すと、第1希望が

削除され、第2希望が第1希望になります。

※1か所目を全て削除すると、2か所目が1か所目になります。

3か所目以降を入力したい場合には、このボタンを押してください。

留学計画全体の開始日～終了日の

範囲内に収まっている必要がありま

す。

カレンダから選択もしくは、直接入力

（YYYY/MM/DD）が可能です。

留学期間の開始日が近い

受入れ機関から記載してください。

世界トップレベルコースの場合には、どこかの受入れ機関は

世界大学ランキングで上位 100 位以内に入っている必要があります。

受入れ機関は、5か所3希望まで

入力が可能です。

それ以上入力する場合には、

「第2希望以降の受入れ機関を

設定する理由」に記載してください。

１カ月毎の主な活動を入力して

ください。複数月にまたがる場

合には、記入例の通りまとめて

記載することも可能です。

第2希望以降を入力したい場合には、

このボタンを押してください。



本制度外受給で、「有」を選択した場合には、

これらの項目を入力してください。





全ての事項を確認（チェック）する必要があります。

文章を確認したい場合には、ここをクリックしてください。

このボタンから自由記述・受入れ許可書等ファイルを選択し、一時保存／学校への

申請を行うことで、自由記述・受入れ許可書等ファイルが登録・変更されます。

保存済みの自由記述・受入れ許可書等ファイルを削除できます。

※すぐに削除されます。この操作は取り消せません。



平成 29 年度在学者用 奨学金案内（大学等）から抜粋 

学部学生対象 

JASSO 第二種奨学金家計基準の参考資料 

（別紙1）







 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

大学院学生対象 



 


